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晴天に恵まれ、予定通り先週１４日（金）に市

中体水泳競技が開催されました。 

厳しい日差しのもと、本校選

手団の力泳、力泳、また力泳を

目の当たりにして本当に感動し

た１日でした。県大会出場の切

符を手にした人・チームもいて、日頃の練習の成

果を感じ取ることができた大会ではなかったか

と思います。残る市中体は１０月２日（水）に開催

予定の駅伝のみです。駅伝練習については昨日

の集会の話がありましたね。こ

れから梅雨を経て、暑い夏を

迎えますが、健康管理には十

分気を配りながら、練習に励ん

でいきましょう。 

 

 

 

第１回テストが終了し、ホッとし

た人も多いかと思います。 

しかし、テストが終わったこれ

からの取組が肝心です。解答用

紙が戻ってきた時にどうするか？

点数を見て喜ぶ、「残念」と悔しがる。それはそれ

でいいのですが、点数のついた解答用紙ばかり

に目が行き、宝の山である問題用紙を見逃して

いませんか。 

そもそも、テストを作る側からすれば、みなさん 

が大切なところ（内容や方法）をきちんと身に付 

けることができたかをチェックするために問題を 

考えます。 

ですから、テスト問題は逆の視点から見た「重要

な内容や方法のまとめ」なのです。その貴重な問

題用紙をぞんざいに扱ってはいけません。きちんと

保管して今後の自分の学習材料にしましょう。 

また、テストの点数についてもよく考えましょう。

同じ「７０点」でも、全ての範囲で広く薄く間違え

て、あっちでマイナス２点、こっちでマイナス３点と

点数を落としているのか、それとも特定の箇所で

集中的にマイナス１０点と点数を落としているの

か。ここをしっかり分析しておかないと、どんなに

嘆いていても点数は上がりません。自分の現状を

つかみ、改善すべきところを明確にする。これから

自分の夢や志に向かって力をつけていかなくては

ならないあなた方には避けて通れない道です。解

答用紙をしっかりと見て自分の弱点と向き合って

ください。弱点は言いかえれば「伸びしろ」です。

そこを克服すれば点数が確実にアップするのです

から。その作業を自分だけでやっていくことが難し

いというのであれば、その教科の先生に相談して

ください。遠慮はいりません。 

変えられるのは「自分のことと未来のこと」で

す。自分自身のこれからの気持

ちや努力で向上する余地は十分

にあります。自分を高めるチャン

スとしてテストをとらえなおし、今

後の「学び」に活かしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

市中体（水泳）終了 

 

終わってからが肝心です 

 

 

考える機会に！「SNSノートながさき」 

SNS の適切な使い方、トラブルの防止のために

考える材料がたくさん示されている「SNS ノー

トながさき」、ぜひ読み返してみてください。 



 

 

 

先週１４日の水泳競技をもって、今年度の市

中学校体育大会夏季大会が終了しました。残る

は１０月の駅伝競走のみです。 

今年度も私（田雜）はテニス競技で３日間役

員を勤めましたが、一球一球に選手の声、応援

の声が重なる競技風景を見て、感動しました。コ

ロナ禍の中での大会を思えば、本当に有難いか

ぎりです。 

結果については、「やり切った」という生徒、

「悔いが残る」という生徒など様々です。しかし、

保護者様をはじめ、多くの方々のおかげで部活

動が、そしてこうした大会が開催され、参加する

ことができたということには皆、感謝の気持ちを

もっており、大会前の激励式での各部の決意表

明、一人一人の振り返りの中でそういった気持ち

をうかがい知ることができました。県大会に臨む

選手、新チームで心機一転頑張っていく選手そ

れぞれですが、どうか今後ともご理解・ご協力を

賜りますようお願い申し上げます。 

 

 

 

梅雨入りして、蒸し暑さが日に

日に増しているように感じます。熱

中症要注意の時期になってきまし

た。予防の第１歩は、十分な水分

補給です。誠に恐縮ですが水筒

の準備をお忘れなきようにお願い

いたします。 

 

 

 

明日２２日（土）アルカス SASEBO大ホールに

て、講師に伊藤真波氏をお迎えして「いのちかが

やく講演会」が開催されます。 

 

 

 

６月は「食育月間」、毎月１９日は「食育の日」

とされています。 

これは、国の食育推進基本計画により、食育の

国民への浸透を図るために、６

月が「食育月間」、毎月１９日が

「食育の日」と定められている

からです。 

「食育月間」「食育の日」を

機に、ご家庭でも「食」について

話題にしていただければ幸いです。 

 

市中体夏季大会終わる 

 

いのちかがやく講演会 

６月は食育月間です 

部活動応援用横断幕・幟 

ありがとうございました 

熱中症に要注意！ 


